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Abstract：In Bulletin No.34,2017 I revealed that how “about preschool education thought of 
Sophia Arabella Irwin～Nisei (the second generation of Japanese-American)～”woman held 
her educational thoughts and finally founded the kindergarten beyond getting over her 
hardships. 
 I continue to reveal that what kinds of education and childcare practice were 
carried out in the kindergarten through examining the historical charges of the 
kindergarten and how the educational thoughts of the founder were reflected the 
childcare practice in this article. 
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はじめに  
  昨年 (2017 年 )、本学の紀要第 34 号にて、創立 100 年を経過した私立「玉成幼稚園」及び
「玉成保育専門学校」の創設者である「ソフィア・アラベラ・アルウィンの幼児教育思想に
ついて (1) ～日系二世女性が幼稚園創設に至った教育思想の一考察」をまとめた。ソフィア・
アラベラ・アルウィン [Sophia Arabella Irwin 1883-1957] (以後、ベラと呼称する ) が幼稚園創設
に至った動機と教育思想は、大きく 3 点にまとめられた。①  ベラが幼少期より伊香保の別荘
にて多数の子ども達と遊び交流した経験から「子どもと共にいる幸せ、子ども達と関わること
が上手である」ということと子どもへの愛情と幼児教育への情熱を自己発見したこと、②  キ
リスト教への深い信仰心と結婚問題 (戦時中、二世である苦悩の末、生涯独身を通した )、③  多
数の留学経験 (ドイツのフレーベル学園、イタリアのモンテッソーリ国際コース等 )と偉大な教
育者達 (マリア・モンテッソーリ [伊 :  Maria Montessori ,1870 - 1952]、ヘレン・パーカスト [米：Helen 








   
1. 幼稚園創設期の活動と推移について  
1-1 玉成幼稚園創設と推移も含めて  
1872(明治 5)年 8 月に学制が公布され、幼児教育機関としての幼稚小学が規定された。そ  





ベル [独： Friedrich Wilhelm August  FrÖbel ,1782-1852]が創案した Gabe(英： Gift,日：恩物 )を使用し
た保育を基本として保育実践がなされた。東京女子師範学校附属幼稚園の保育内容は、下記の
ような順序で 30～ 45 分ごとに実践されていた。以後、設立された他の幼稚園も同様であった。  
    <表 1>   東京女子師範学校附属幼稚園の一日の流れと活動  
登園→整列→遊戯室 (唱歌 )→ (会集 )→開誘室 (修身話か庶物話、談話や博物理解等 ) 
→戸外遊び→整列→開誘室 (恩物、積み木 ) →遊戯室 (遊戯か体操 )→食事  
→戸外遊び→開誘室 (恩物 )→帰宅 2)   *開誘室とは、現在の「保育室」のことである。  
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1916(大正 5)年、 2 月に学校の認可がおり、 4 月より市ヶ谷駅 (麹町土手三番町 )近くの閑静
な住宅街の一般住宅を校舎として、玉成幼稚園と保育者養成校の開園・開校が決まった。  
園児と生徒の募集に関しては、伊香保の打撃  (S・ S 事件 )3) がトラウマになっていたので、
必ず信頼のおける紹介者を介してのみの募集とした。創立当初の幼稚園園長兼養成所所長は、
もちろんベラで、「玉成幼稚園」創立当初の園児は 15 名で、「玉成保姆養成所」の学生は 11 名







また、幼稚園の推移に関しては、①、②、等の数字を付記して <表 2>にまとめた。  
          <表 2>    玉  成  幼  稚  園  の  推  移   (  下線も含め筆者作成 ) 
①  幼稚園の創設…大正 5 年麹町区土手三番町 (現市ヶ谷：資料表記通り )に私立玉成幼稚園開設：  
ベラが園長に就任一間の簡単な門、両側に家があり右が家主山寺宅 (保姆養成所  
一回卒業生宅 )二間続きの部屋と庭を使って園児 15 名の保育をした (図 1)。  
②  関東大震災後…麹町上二番松村邸時代： 1923(大正 12)年 9 月の関東大震災で園舎が大破。  
       松村真一郎邸 (園児の家 )に移転し 2 年間、応接間、食堂、ピアノ、庭等を  
       借りて保育実践した。松村家の子どもが伝染病に罹患し移転した (図 2)。  
③  牛込穂積邸  … 1925(大正 14)年 7 月、穂積重遠邸 (園児の家 )の離れ (十畳と六畳 )に移転。  
         穂積邸の園児がお茶の水女子大学附属幼稚園に入園した為、移転 (図 3)。  
④  麹町四番町  …ベラの母イキがベラの園児に対する愛情と教育熱心さに心打たれ、靖国神社  
       近くの麹町四番地に八畳、六畳、三畳、離れのある家を借りてくれた為、移転。  
⑤  西荻窪時代  … 1927(昭和 2)年西高井戸 (現  松庵 )に幼稚園新築・移転。園児数は 35 名。幼稚園の  
  部屋は黄色い部屋 (モンテッソーリ教具のみ使用 )と青い部屋 (フレーベルの恩物  
のみ使用 )に分かれていた。  
⑥  戦後託児所  …第二次世界大戦の影響で託児所となる。  
⑦  幼稚園閉鎖  …戦争の影響で幼稚園閉鎖。  
⑧  杉並区宮前  …終戦後、杉並区宮前にあった日本キリスト教団西荻窪教会内に移転・再開 (図 4)。 
⑨  杉並区大宮前… 1946(昭和 21)年４月、杉並区大宮前にある旧杉並区役所出張所に移転。  
⑩  玉成寮時代  … 2 階建ての保姆養成所の生徒の寮の 1 階部分と庭を幼稚園で使用した (図 5)。  
⑪  現幼稚園園舎… 1952(昭和 27)年、杉並区松庵 (現在の土地 )に新園舎を新築して移転 (図 6)。        
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 図 1  幼稚園創設時平面図         図 2   松村邸の仮園舎  (関東大震災後 )  
 
    
図 3  穂積邸の仮園舎 (牛込 )         図 4   西荻窪教会内 (杉並区宮前 )  
 
     
図 5   玉成寮時代  (西高井戸 )       図 6   新園舎第三期工事期 (杉並区松庵 )  
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<表 2> に纏めた様に戦前・戦中・戦後と社会情勢の影響が大きかったとは言え、 11 回も移転
している事に、幼稚園存続の苦労とそれに勝るベラの幼児教育への情熱が感じられるのである。 
 





 1916(大正 5)年 2 月麹町土手三番町 (現  市ヶ谷 )に、待望の玉成保姆養成所と玉成幼稚園を











2. 幼稚園創設時の一日の流れと保育内容について  






2-1 玉成幼稚園創設期の一日の流れと保育内容  
創設時の玉成幼稚園の一日の流れ、園児と保姆の活動及び保育内容を <表 3> にまとめた。  
玉成幼稚園の一日の流れや保育活動は、前述した東京女子師範学校附属幼稚園の流れや保育内
容と似ている。東京女子師範学校附属幼稚園では、登園後整列してから戸外遊び以外は唱歌、
修身話、恩物、遊戯か体操等を 30～ 45 分ごとに (小学校の時間割の様に )と全て一斉指導の保
育活動となっている。一方、玉成幼稚園では園児が登園してくると、一人ひとりの子どもの状
態に合わせてモンテッソーリ教具を渡して指導したり、園児の意思によっては、別室で絵を描
いたり、フレーベルの三体つなぎをしていた。その後、 1 時間程園庭にて自由遊びをしている  
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       <表 3>    玉成幼稚園の一日の流れと保育内容       (筆者作成 ) 
















・絵を描く (別室 ) 




 指導・助言する  
 庭 (園庭 ) 




・庭 (園庭 )で好きな遊びをする  
 (砂場、滑り台など )(図 7) 
・垣根栽培 (きゅうり、豆等 )調理  
・自然観察 (朝顔等 ) 
・片付けてトイレに行く  
・ジョーロ、バケツ、スコップ等  





















 弁  当 ・お弁当を食べる  ・机を拭く  
・栽培して調理した物を準備する  
 絵  本 ・絵本を見る ・ベラが海外で購入した絵本を読む  
 戸外遊び ・庭 (園庭 )で遊ぶ  ・園児と一緒に遊ぶ  
 降  園 ・ベラと一人ずつ握手をして挨拶  
・迎えに来た人力車で降園  
・１人ひとりの園児と握手をして  
 さようならの挨拶をする  
 図 7   園庭・砂場での自由遊び  
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2-2 玉成幼稚園の特徴  
玉成幼稚園が創立された大正時代は、 1900(明治 34)年に女子高等師範学校を中心とした研
究団体フレーベル会刊行による「婦人と子ども」誌上、アメリカの幼稚園教育改革運動がコロ








































2-3 西荻窪時代：玉成幼稚園の保育内容  
<表 2>の⑤西荻窪時代 (昭和 2 年 )の保育内容は、 <表 3>で示した内容と同様であるが、新た
に加わった活動に着目すると、自由主義教育 (プロジェクトメソッド [Project  Method])、ヒル氏
の積み木、年中行事、同窓会等の 4 項目が挙げられる。４項目の内、 (1)自由手技教育、 (2)
ヒル氏の積み木、 (3)年中行事の内容について概観したい。  
(1)自由手技教育 (プロジェクトメソッド )：空き箱、空き缶、糸巻、毛糸、包装紙等の廃品
材料を並べ、園児は自分で材料を選び思い思いの作品を制作した。各園児が個人的に制作する
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(2)ヒル氏の積み木：(1)の自由手技教育の大型自動車等を作成する際、ベラがアメリカ留学


















































         <表 4>    玉成幼稚園の会集の活動内容について      (筆者作成 ) 
1)  奏楽 (Quiet Music) 奏楽の目的として①幼児の音楽鑑賞、②心理的生理的神経の鎮静、③注意力
の持続訓練、④潜在意識化に美しい音楽を浸透する等で、楽器はピアノを始
め、独唱や全ての楽器を担任教諭が真心を込めて演奏する事が大事である。  
2)  祈り (Prayer) 奏楽で心静かになった後に「全ての生命の守護と感謝を祈る」と子ども達に
分かりやすい言葉で祈った。キリスト教だけでなく宗派を問わず大切にした。 
3)  讃美歌 (Hymn) 祈りに続き、神への感謝、喜びを歌うのが讃美歌である。怒鳴らず美しく歌
うよう、教師が正確な伴奏で明確に歌う事が必要とされる。  
4)  挨拶 (Greeting) 子ども同士、教師との再会を喜び朝の挨拶は心を込めて行った。朝の挨拶以
外の挨拶も折々に相応しく実施する事が、社会生活の道徳と考え実施した。  
5)  暦 (Calender) 人間社会の「時間 (過去・現在・未来 )」一日、一週間、一か月、一年や四季
を知らせる事が大切と、教師が毎月描画・作成した暦 (新聞大 )を使用した。  
6)  歌とリズム遊び  幼児の歌いたい本能や身体的鍛錬をしつつ豊かな感性を養う為に取り入れ
た。聴覚・発音発生、音感、平衡感覚等の発達と教育的効果を考え、標準語
や歌の長さ、内容等精査した。ダルクローズリトミックを取り入れた。  
7)  話  幼児の発達段階や年中行事等によって、話の種類や内容を考えた。①言語教
育、②観察、③五感を通しての知的鍛錬、④社会の一員である事を目的と考
え、 1,聖話、 2.母の歌と愛撫の歌、 3.行事、 4.観察話、 5.童話・伝説・民話
等を取り入れた。  
 上記した「会集」は 1)～ 5)、 7)話しまでは順番通りに行う事が多く、 6)歌とリズム遊びは
会集に含めず活動する事もあった。会集は幼稚園開設時より平成の昨今まで、ベラの理念を引
き継いで保育実践されている。特に 5)暦は多数の保育現場で「月 ,日にち ,曜日」等のカード
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の調和、数の概念の理解等に注意を払って指導した。第 1 恩物から第 10 恩物の長年の保育実
践記録を恩物の意義と遊び方と共に『恩物の理論と実際』としてまとめて出版した。その後、




りが恩物を使って楽しみながら積み木遊び等を行う活動が展開されている (図 9)。  
      
図 8 戸外でお祈り : あっ  目があいてる！       図 9  第 3/第 4 恩物 : できた！ (年長組 ) 
 
3-3 モンテッソーリ教具と感覚教育  
 イタリアの「モンテッソーリ教育 (国際コース )」で学んだベラはモンテッソーリ教具をアメ
39
秋草学園短期大学 紀要 35 号（2018） 
 













次回の活動へ改善して生かすようにしていた (現在の PDCA サイクル )のである。ベラがモンテ
ッソーリの感覚教育で重要視したのは「数」「言語」「環境教育」であった。数はフレーベルの































                
図 10   創設者アルウィン・ベラ  (青年期 )       図 11  園歌「にこにこの種」  
 
                      にこにこの種を  お庭にまいたら  
                          かわいい二つの  芽が出ました  
                          まがらず育てよ  まっすぐに育てよ  
                                                 いつでも元気に  大きくなれよ  
                           
                                                大きくなったらば  きれいなお花を  
                                                咲かせてにこにこ  お笑いなさい  
                                                       詩  ベラ・アルウィン  
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